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文
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前

号

で

も

東

京

都

の

小

池

知
事
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計

画)

の
点
検
に
つ
い
て
組
合
員

に
要
請
し
た
と
い
う
記
事
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は

さ
ら
に
拡
大
し
、
蔓
延
防
止
措

置
に
よ
り
日
本
経
済
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

こ

の

た

め

組

合

で

も

早

急

に
こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計

画)
を
作
成
す
る
た
め
に
、
組

合
参
与
の
清
宮
和
夫
氏(

清
宮

企
画)

に
、
改
め
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ 

                   

(

事
業
継
続
計
画)

に
つ
い
て

組
合
員
向
け
に
説
明
と
具
体
的

な
作
成
方
法
に
つ
い
て
解
説
を

お
願
い
し
ま
し
た
の
で
、
一
日

も
早
い
作
成
を
促
す
た
め
に
こ

こ
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

初
め
に  

私

た

ち

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

印
刷
業
界
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
は
、
中
小
企
業
が
多
い
中
で
、

苦
戦
を
し
い
て
ら
れ
て
い
ま
す
。  

Ｂ

Ｃ

Ｐ

の

目

的

は

、

不

測

の
事
態
（
災
害
、
コ
ロ
ナ
大
流

行
な
ど
）
が
発
生
し
た
時
の
対

応
を
決
め
て
お
く 

計
画
で
す
。 

 
 

ま

た

、

日

常

業

務

で

も

事

故
・
病
気
な
ど
で
の
人
の
問
題

で
生
産
が
停
止
す
る
場
合
な
ど

に
如
何
に 

対
処
す
る
か
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
取
り
組
め
ば
と
て
も
有

益
と
な
り
ま
す
。  

シ

ー

ル

、

ラ

ベ

ル

に

携

わ

る
会
社
の
多
く
は
中
小
企
業
な

の
で
、
人
手
不
足
、
資
金
不
足
、

ノ

ウ

ハ

ウ

・

ス

キ

ル

の

不

足 

な
ど
の
問
題
点
が
あ
り
、
実
行

す
る
の
を
躊
躇
す
る
で
し
ょ
う
。  

 

し

か

し

、

得

意

先

か

ら

供

給
責
任
な
ど
の
問
い
か
け
も
、

東
日
本
大
震
災 

コ
ロ
ナ
感
染

も
あ
っ
て
、 

関
心
を
も
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
出
て
き
て
い

ま
す
。  

シ

ー

ル

、

ラ

ベ

ル

の

印

刷

製
造
、
加
工
に
つ
い
て
は
、
組

合
間
で
相
互
委
託
生
産
加
工
契

約
を
結
び
、
体
制
を
整
備 

し

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
中
小
企

業
で
も
出
来
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
取
り
組

み
を
進
め
、
企
業
体
質
の
強
化
、

経
営
の
安
定
を
図
り
、 

事
業

継
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
ま
し

ょ
う
。 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
（B

u
s

in
e

s
s

 

C
o

n
t
in

u
it

y
 

P
la

n
)

＝
事
業

継
続
計
画  

  

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

の

生

産

加
工
に
お
い
て
災
害
、
事
故
、

コ
ロ
ナ
感
染
、
病
気
な
ど
で
操

業

が

著

し

く

落

ち

た

場

合

、 

得
意
先
に
迷
惑
を
か
け
る
の
み

な
ら
ず
、
時
に
は
取
引
停
止
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。  

 
 

そ

こ

で

、

Ｂ

Ｃ

Ｐ

計

画

を

策
定
し
、
こ
れ
ら
の
不
測
の
事

態
に
備
え
て
置
く
こ
と
が
、
復

旧
、
回
復
を
早
く
す
る
こ
と
が 

出
来
る
上
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル

の
受
注
減
を
最
小
限
に
収
め
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。  

 

具

体

的

に

は

、

中

核

（

主

力
）
受
注
加
工
の
シ
ー
ル
・
ラ

ベ
ル
を
設
定
し
、
事
業
継
続
を

出
来
る
状
態
に
、 

直
ち
に
復

旧
・
回
復
す
る
よ
う
計
画
を
た

て
て
、
会
社
の
継
続
、
存
続
を

図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。 

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
に
お
け
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
手
順  

 

①

日

常

の

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル
印
刷
加
工
で
、
重
要
な(

中

核
）
な
印
刷
加
工
品
を
特
定
し
、

自

社

の

存

続

に

関

わ

る  
 

 
 

最
も
重
要
性(

又
は
緊
急
性
）

の
高
い
仕
事
と
し
て
認
識
を
す

る
。
（
表
記
）  

②

重

要

性

の

高

い

仕

事

に

必
要
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
シ
ー

ル
印
刷
機
、
業
務
体
制
、
資
金

等
を
把
握
す
る
。  

 

③

自

社

の

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル
加
工
が
、
地
震
、
風
水
害
、

火
災
、
伝
染
病
等
で
ど
の
よ
う

な

被

害

を

受

け

る

の

か

を  
 

 
 

あ
ら
か
じ
め
想
定
す
る
。
そ
の

上
復
旧
す
る
ま
で
の
時
間
も
想

定
す
る
。  

 

④

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

印

刷

加
工
に
つ
い
て
の
必
要
事
項
の

文
書
化
。  

 

⑤

シ

ー

ル

・

ラ

ベ

ル

の

印

刷
加
工
の
生
産
体
制
の
確
保
。 

製
造
委
託
、
協
力
会
社
と
の
提

携
な
ど
を
整
え
る
。  

 

⑥
Ｂ

Ｃ

Ｐ

の
教

育

、

訓

練

。

社
員
の
認
識
を
高
め
得
意
先
対

応
が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
メ
リ
ッ
ト  

 
 

①

不

測

の

事

態

か

ら

人

命

U R L  h t tp : / / w w w. l a be l - t o k yo . c om /              E メール t l p a_ 19 66@ k a2 . so - ne t .n e . j p  

 組合の楽しい便り 投稿歓迎します。                                                                                      

      令和 4 年 3 月号  

東京都ラベル印刷協同組合    編集 :広報・情報システム委員会  

〠111 - 00 51  東京都台東区蔵前 4 - 16 - 4           T E L (3 86 6 )4 5 61   FA X( 58 21 ) 64 43  

  

                                                      

NO438

よ う よ

9 うう

うふ 2

ぬ 1 ぬ

ゆ 8 ゆ

え 5 う

う う う

う 2 

  

急がれる BCP(事業継続計画)の作成  

新型コロナによってこれまでの  

震災や洪水とは違った内容に  

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


を
守
る
。
会
社
を
守
る
。 

Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
で
被
害
の
最
小
化
、

早
期
の
復
旧
、
最
悪
状
況
へ
の

経
営
対
応
力
で
回
復
が
図
れ
ま

す
。  

 

②

経

営

見

直

し

に

よ

る

体

質
強
化 

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
の

印
刷
加
工
、
業
務
の
可
視
化
で
、

問
題
点
の
把
握
も
進
み
効
率
性

が
図
れ
ま
す
。  

 

③
営
業
力
の
強
化 

東
日
本

大
震
災
、
コ
ロ
ナ
感
染
で
大
手

企
業
で
は
一
層
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

し
、
購
買
先
の
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
脅
威
と
み

な
い
で
、
機
会
と
し
て
考
え
得

意
先
へ
の
対
応
力
を
向
上
さ
せ
、

営
業
に
活
用
す
る
。 

 

従
来
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続

計
画)

は
、
大
震
災
や
洪
水
な

ど
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
広
範

囲
に
被
害
を
受
け
て
事
業
が
継

続
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
て
い
た
が
、
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
、

世
界
的
な
規
模
で
発
生
し
た
災

害
に
つ
い
て
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
同
じ
東
京
で
も
Ａ

社
は
感
染
者
が
出
な
か
っ
た
が
、

Ｂ
社
は
感
染
者
が
出
て
、
濃
厚

接
触
者
も
多
く
出
た
た
め
、
生

産
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。 

こ

の

場

合

に

は

、

同

じ

組

合
内
で
感
染
者
が
出
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
生
産
を
委
託
す
る
と

い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
北

海
道
や
九
州
と
結
ん
で
い
る
緊

急
時
委
託
生
産
協
定
を
発
動
す

る
こ
と
も
な
い
の
で
、
こ
れ
ま

で

の

Ｂ

Ｃ

Ｐ(

事

業

継

続

計

画)

と
は
違
っ
た
も
の
に
な
る
。 

清

宮

氏

は

「

中

小

企

業

向

け
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
あ
る
が
、
我
々

シ
ー
ル
業
界
は
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
小
規
模
・
零
細
企
業
が
多

く
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
よ
う
に

も
人
が
い
な
い
、
お
金
も
な
い

と
い
う
中
で
、
組
合
と
し
て
何

と
か
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
七
年
前
に
組
合
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
ひ
な
型
を
作
成
し
た
が
、
そ

れ
で
も
ま
だ
作
成
し
て
い
な
い

組
合
員
が
半
分
以
上
も
い
る
の

で
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
を
き
っ
か
け
に
、
も

う
一
度
組
合
員
に
必
要
性
を
訴

え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。 

う

ち

で

も

ぜ

ひ

検

討

し

た

い
と
い
う
組
合
員
・
会
友
は
ぜ

ひ
組
合
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け

れ
ば
、
全
面
的
に
協
力
い
た
し

ま
す
。
ま
ず
は
ご
連
絡
を
。 

 

               

組

合

の

「

新

型

コ

ロ

ナ

に

関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

第
四
弾
」
は
、
こ
の
ほ
ど
実
施

さ
れ
、
組
合
員
・
会
友
四
六
社

に
た
い
し
て
実
施
さ
れ
、
二
十

一
社(

回
収
率
四
六
％)

よ
り

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染
は
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
、

昨
年
末
で
収
束
に
向
か
う
と
見

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
力

の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
登
場

に
よ
っ
て
、
全
世
界
に
あ
っ
と

い
う
間
に
広
が
り
ま
し
た
。 

そ

こ

で

組

合

員

・

会

友

に

対
し
て
、
第
四
弾
と
し
て
緊
急

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
も
の
で
す
。 

第

一

問

の

「

二

年

前

と

比

較
し
て
売
り
上
げ
は
」
と
の
設

問
で
は
、 

「

売

り

上

げ

が

低

下

し

た

」

が

一

〇

社(

四

八

％)

、

「
変
わ
ら
な
い
」
が
八
社(

三

八
％)

、
「
売
り
上
げ
が
増
え

た
」
が
三
社(

十
四
％)

と
回

答
し
、 

第

二

問

の

「

低

下

し

た

」

「

増

え

た

」

と

答

え

た

方

は

何
％
か
と
の
設
問
に
は
、 

「
低
下
し
た
」
が
十
社(

四

八
％)

、
「
変
わ
ら
な
い
」
が

(

九
社)

(

四
三)

、
「
増
え
た
」

が
三
社(

十
四
％)

と
回
答
し

た
が
、
「
低
下
し
た
」
と
回
答

し
た
と
こ
ろ
は
、
一
〇
％
が
四

社
、
次
い
で
十
五
％
、
二
〇
％
、

三
〇
％
と
続
き
、
四
六
％
低
下

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。 

「

増

え

た

」

と

回

答

し

た

三

社

は

、

そ

れ

ぞ

れ

三

％

、

五
％
、
九
％
で
し
た
。 

第

三

問

の

「

社

員

や

家

族

に
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
方

は
い
ま
す
か
」
と
設
問
に
は
、 

「
い
る
」
と
答
え
た
方
は
六
社

(

二
九
％)

、
「
い
な
い
」
と
答

え
た
方
は
十
四
社(

六
七
％)

と
回
答
し
た
。 

第

四

問

の

「

い

る

と

答

え

た
方
は
つ
ぎ
の
ど
な
た
で
す 

                                 

 
新型コロナウイルスに関する  
   緊急アンケート調査第 4 弾  
 

2 年前と比べ売上は減少  
BCP 作成企業は 15％  



か
」
の
設
問
に
は
、
「
社
員
」

が
二
社(

三
三
％)

、
「
社
員
の

家

族

」

が

二

社(

三

三

％)

、

「
両
方
」
が
二
社(

三
三
％)

と
な
っ
た
。 

第

五

問

の

「

社

員

や

家

族

が
感
染
し
休
ん
だ
時
に
は
業
務

に
影
響
が
出
ま
し
た
か
」
の
設

問
で
は
、
「
影
響
が
あ
っ
た
」

が
三
社(

 

五
〇
％)

、
「
影
響

が

な

か

っ

た

」

が

三

社(

五

〇
％)

で
し
た
。 

第

六

問

の

「

得

意

先

や

仕

入
れ
先
で
感
染
者
が
出
た
こ
と

に
よ
り
何
か
影
響
が
あ
り
ま
し

た
か
」
の
設
問
で
は
、
「
影
響

が

あ

っ

た

」

が

二

社

(

一

〇
％)

、
「
特
に
な
か
っ
た
」

が
十
九
社(

九
〇
％)

で
し
た
。 

第
七
問
の
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業

継
続
計
画)

」
を
作
成
し
て
い

ま
す
か
の
設
問
で
は
、
「
作
成

し

て

い

る

」

が

三

社

(

十

四

％

)

、
「

作

成

し

て

い

な

い
」
が
十
八
社(

八
六
％)

で

し
た
。 

第

八

問

の

「

こ

れ

ま

で

に

利

用

し

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

か
」
の
設
問
で
は
、
「
利
用
し

た
こ
と
が
な
い
」
三
社(

一
〇

〇
％)

で
し
た
。 

第

九

問

の

「

今

後

作

成

す

る

こ

と

を

検

討

し

て

い

ま

す

か
」
の
設
問
で
は
、
「
検
討
し

て
い
る
」
が
七
社(

三
八
％)

、 

「
検
討
し
て
い
な
い
」
が
十
一

社(

六
二
％)

で
し
た
。 

第

一

〇

問

の

「

検

討

し

て

い
な
い
理
由
」
に
つ
い
て
は
、

「
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
」
が

二
社(

十
八
％)

、
「
特
に
必
要

を

感

じ

な

い

か

ら

」

が

七
社

(

六
四
％)

、
「
担
当
す
る
人
が

い
な
い
」
が
二
社(

十
八
％)

で
し
た
。 

第

十

一

問

の

「

」

組

合

の

説
明
会
に
参
加
し
ま
す
か
」
の

設
問
で
は
、
「
参
加
し
た
い
」

が
七
社(

三
三
％)
、
「
分
か
ら

な
い
」
が
一
〇
社(
四
八
％)

、 

「
参
加
し
な
い
」
が
四
社(

十

九
％)

で
し
た
。 

 

第
十
二
問
の
「
Ｇ
Ｐ(

グ
リ

ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ)

を
取

得
し
て
い
ま
す
か
」
の
設
問
で

は
、
「
取
得
し
て
い
る
」
が
五

社(

二
四
％)

、
「
取
得
し
て
い

な
い
」
が
十
四
社(

六
七
％)

、

「
今
後
検
討
し
た
い
」
が
二
社

(

一
〇
％)

で
し
た
。 

感
染
者
が
出
た
企
業
の
影
響

に
つ
い
て
の
意
見
。 

■

製

造

に

か

か

わ

る

一

人

当
た
り
の
賦
課
が
大
き
い
の
で
、

不
在
の
穴
を
埋
め
る
た
め
に
当

然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
全
体
で

通
常
外
の
配
置
や
作
業
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

■

感

染

し

た

社

員

の

仕

事

を
他
の
社
員
で
分
担
し
た
た
め
、

業
務
に
負
担
が
か
か
っ
た
。 

■

該

当

社

員

と

濃

厚

接

触

者
の
業
務
が
停
止
し
た
。 

■

自

宅

待

機

で

戦

力

ダ

ウ

ン
。 ■

得

意

先

で

出

た

こ

と

に

よ
り
、
営
業
訪
問
に
制
限
が
か

か
っ
た
。
売
上
げ
に
は
あ
ま
り

影
響
は
出
な
か
っ
た
。 

■

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

り

得

意

先
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
増
え
、

従
来
の
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ー
ル
ス

に
加
え
、
イ
ン
サ
イ
ド
セ
ー
ル

ス
の
確
立
が
必
要
不
可
欠
と
な

っ
た
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
。
組
合
員
・
会
友

の
方
々
が
ど
う
対
応
し
て
い
る

の
か
を
知
り
た
い
。 

 

年

末

で

収

束

す

る

と

み

ら

れ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
す
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

登
場
で
つ
い
に
三
年
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

二

年

前

と

比

べ

て

売

り

上

げ
が
減
っ
た
と
い
う
企
業
が
約

半
分
で
し
た
が
、
も
う
二
年
に

も
な
る
の
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業

継
続
計
画)

を
作
成
し
て
い
る

企
業
は
わ
ず
か
三
社
で
、
八
割

以
上
が
作
成
し
て
い
な
い
と
い

う
結
果
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
組
合
と
し
て
も
早
急
に

対
策
を
講
じ
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
が
急

が
れ
て
い
る
。 

  

ニ
ュ
ー
セ
ラ
コ
ー
ト
ｇ 

 
 

組
合
取
扱
商
品
に
追
加 

 

組

合

で

は

取

扱

商

品

と

し

て

新

た

に

東

洋

化

学

商

会

の

「
ニ
ュ
ー
セ
ラ
コ
ー
ト
ｇ
」
を

加
え
ま
し
た
。
刃
型
へ
の
ノ
リ

残
り
を
解
消
す
る
も
の
で
、
シ

リ
コ
ン
ス
プ
レ
ー
よ
り
価
格
は

高
い
が
、
印
刷
に
も
影
響
を
与

え
な
い
な
ど
、
そ
の
効
果
を
評

価
す
る
声
が
多
か
っ
た
た
め
、

今
回
取
扱
商
品
に
加
え
た
も
の

で
す
。 

価

格

は

四

二

〇

Ｃ

Ｃ

入

り

で
、
一
本
二
七
五
〇
円(

消
費

税
別)

、
販
売
単
位
は
一
箱
十

本
入
り
。 

 

            

       

      

 

      

 



     

今

の

自

分

は

ど

う

い

う

過

程
で
仕
上
が
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
体
、
健

康
で
丈
夫
な
体
が
欲
し
い
も
の

で
す
。
五
味
太
郎
さ
ん
は
言
っ

て
い
ま
す
。
戦
後
ず
っ
と
「
丈

夫
な
体
」
が
い
い
と
言
わ
れ
て

き
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
働
か
さ

れ

ち

ゃ

う

体

。
「

か

し

こ

い

頭
」
っ
て
い
う
の
は
、
う
ま
く

世
の
中
に
付
き
合
い
す
ぎ
ち
ゃ

う
頭
で
、
き
り
が
な
い
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
弱
い
か
ら
ね
と
、

自
分
で
考
え
る
頭
と
、
敏
感
で

時
折
き
ち
ん
と
さ
ぼ
れ
る
体
が

必
要
だ
と
思
う
。 

そ

し

て

「

じ

ょ

う

ぶ

な

頭
」
と
「
か
し
こ
い
体
」
と
書

い
て
い
た
。
驚
い
た
、
そ
う
か

と
私
は
納
得
し
た
。
私
の
七
十

年
の
重
み
、
五
味
さ
ん
の
言
う

と
お
り
に
育
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。 

母
は
い
つ
も
先
生
に
「
男
の
子

だ
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
」
と

言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。 

小

学

生

の

時

の

記

憶

は

、

四
年
生
の
時
に
掃
除
を
さ
ぼ
り 

     「
赤
胴
鈴
之
助
」
の
映
画
を
見 

に
行
き
、
翌
日
男
先
生
か
ら
ビ

ン
タ
さ
れ
た
。
六
年
生
の
卒
業

写
真
で
私
一
人
白
い
服
を
着
て

い
た
。
小
学
生
な
の
に
何
で
中

学
の
制
服
を
着
る
の
か
と
納
得

し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

運

動

会

は

一

人

勝

ち

、

昔

は
競
技
ご
と
に
景
品
が
用
意
さ

れ
て
い
て
、
す
べ
て
母
の
と
こ

ろ
へ
運
ん
だ
。
特
に
走
る
リ
レ

ー
等
は
「
あ
の
小
さ
い
子
早
い

ね
」
と
母
の
自
慢
の
子
供
で
し

た
。
こ
の
体
は
ど
う
し
て
作
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
学
校
へ

入

る

前

か

ら

「

ゴ

ム

飛

び

」

「

か

く

れ

ん

ぼ

」
「

ま

り

つ

き
」
「
鬼
ご
っ
こ
」
「
お
手
玉
」

「
木
登
り
」
「
縄
跳
び
」
。
子
供

同
士
の
遊
び
に
熱
中
し
て
暗
く

な
る
ま
で
飛
び
跳
ね
て
い
た
。 

学

校

の

休

み

時

間

で

は

馬

の
り
を
し
て
遊
ん
で
い
た
。
女

も
男
も
関
係
な
く
、
一
人
が
壁

に
立
ち
、
首
を
入
れ
て
次
の
人

が
お
尻
に
首
を
入
れ
て
連
な
り
、

走
っ
て
き
て
前
へ
前
へ
と
飛
び

乗
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
負

け
る
と
交
替
。 

学

校

で

は

何

度

も

注

意

さ

れ
て
も
ケ
ガ
も
せ
ず
、
よ
く
遊

ん
で
い
た
。
農
家
だ
っ
た
の
で
、

冬
は
コ
メ
、
味
噌
持
参
で
鳴
子

温
泉
の
湯
治
に
行
っ
て
い
た
。 

こ

れ

ら

の

お

蔭

で

体

育

の

評
価
は
「
５
」
。
今
の
自
分
の

体
は
子
供
の
頃
体
を
十
分
動
か

し
続
け
た
結
果
な
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。 

現

在

の

子

供

た

ち

を

見

る

と
体
を
動
か
さ
な
い
。
動
く
と

し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
偏
っ

た
使
い
方
。
四
〇
年
、
五
〇
年

後
は
容
易
に
想
像
で
き
て
し
ま

う
。 若

い

人

の

体

の

固

さ

は

不

健
康
な
体
の
始
ま
り
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
後
戻
り
は
で
き
な

い
の
か
。
ア
プ
リ
で
健
康
管
理
，

ス
マ
ホ
通
り
に
自
分
を
管
理
し

て
い
れ
ば
ひ
と
安
心
と
。
サ
プ

リ
メ
ン
ト
は
疑
問
も
感
じ
ず
即

取
り
入
れ
る
姿
。
た
め
息
が
出

て
し
ま
う
。 

七

年

言

い

続

け

た

七

十

歳

に
な
っ
た
ら
健
康
運
動
指
導
士

を
や
る
、
そ
の
た
め
の
管
理
栄

養
士
を
取
る
。
二
〇
一
九
年
つ

い
に
そ
の
日
が
実
現
し
た
。
こ

の
四
年
間
十
年
保
証
し
て
い
た

当
社
の
検
査
装
置
が
更
新
の
年

と
重
な
り
、
注
文
の
み
の
仕
事
、

し
っ
か
り
勉
強
時
間
取
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
日
々
と
な
り

ま
し
た
。 

合

格

す

る

ま

で

Ｃ

Ｄ

を

聞

い
て
い
た
夫
は
「
そ
ん
な
難
し

い
内
容
な
の
か
、
お
前
に
は
ム

リ
ム
リ
」
「
や
め
て
し
ま
え
、

時
間
の
無
駄
だ
」
と
二
度
目
の

ス
ト
ッ
プ
。 

一

度

目

は

五

十

七

年

に

行

政
書
士
が
国
家
試
験
に
移
行
し

た
時
に
受
験
、
そ
の
時
は
司
法

書
士
を
勉
強
し
て
い
て
中
休
み

中
で
し
た
。
受
験
料
も
も
っ
た

い
な
い
か
ら
と
受
験
、
東
京
都

二
番
で
合
格
し
た
。 

今

回

も

最

後

と

思

い

受

験

し
た
の
で
合
格
時
、
夫
は
と
も

に
喜
ん
で
く
れ
た
。
さ
あ
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
途
端

の
コ
ロ
ナ
禍
、
二
年
も
立
ち
っ

ぱ
な
し
で
、
そ
の
間
一
冊
の
本

と
出
合
っ
た
。 

「

あ

な

た

の

体

は

九

割

が

細
菌
」
ア
ラ
ン
ナ
・
コ
リ
ン
著
、

矢
野
真
知
子
訳
。
い
つ
も
人
は

な
ぜ
太
る
の
か
気
に
な
っ
て
い

た
、
消
費
カ
ロ
リ
ー=

摂
取
カ

ロ
リ
ー
で
は
太
ら
な
い
の
か
と

い
う
答
え
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
こ
の
本
を
解
い
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。 

                                 

 

寄
稿
「
生
命
の
糧
」
第
二
弾 

(

１) 

 
 

「
じ
ょ
う
ぶ
な
頭
」
と
「
か
し
こ
い
体
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 

 



■
漢
方
薬
と
は 

古

代

中

国

で

生

ま

れ

、

経

験
の
積
み
重
ね
に
よ
り
体
系
化

さ
れ
、
日
本
に
伝
来
し
独
自
の

発
展
を
と
げ
、
現
代
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
医
学
の
一

つ
が
漢
方
医
学
で
、
日
本
の
医

療

を

支

え

て

き

ま

し

た

。 

 

江
戸
時
代
末
期
に
西
洋
医
学 

               「
蘭
方
」
が
伝
え
ら
れ
、
こ
れ

と
区
別
す
る
た
め
に
「
漢
方
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
漢
方
の
基
本
は
、“

人
間

の
体
も
自
然
の
一
部”

と
い
う

考
え
方
で
す
。“

病
気
で
は
な

く
病
人
を
み
る”

、
と
い
う
考

え
で
、
体
の
一
部
分
だ
け
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
の
で
は
な
く
、

体
質
や
生
活
習
慣
か
ら
体
全
体

の
状
態
の
バ
ラ
ン
ス
を
総
合
的

に
見
直
し
、
整
え
る
と
い
っ
た

特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
西
洋
薬
と
の
違
い
は 

西

洋

薬

（

新

薬

）

に

は

人

工
的
に
化
学
合
成
さ
れ
た
物
質

が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
多
く
は

一
つ
の
成
分
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
一
つ
の
疾
患
や
一
つ
の
症

状
に
強
い
薬
理
作
用
を
示
し
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
漢
方
薬
は

天
然
の
生
薬
を
使
用
し
、
一
つ

の
薬
方
（
処
方
）
は
原
則
と
し

て
２
種
類
以
上
の
生
薬
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
多
く
の

成

分

を

含

ん

で

い

ま

す

。 

 

そ
の
た
め
に
、
一
つ
の
薬
方

で
色
々
な
病
状
に
も
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
漢

方
治
療
が
向
く
病
気
は
、
病
院

に
お
い
て
検
査
や
画
像
診
断
を

し

て

も

異

常

が

な

い

の

に

、 

自
覚
症
状
が
あ
る
と
い
う
よ
う

な
病
気
で
す
。
原
因
の
特
定
で

き
な
い
慢
性
の
病
気
、
体
質
が

か
ら
ん
だ
病
気
に
は
漢
方
が
向

く
こ
と
が
多
い
の
で
す
。 

し

か

し

、

病

気

の

原

因

が

特
定
で
き
、
原
因
別
の
治
療
が

可
能
な
場
合
や
手
術
が
必
要
な

場
合
、
緊
急
を
要
す
る
疾
患
、

重
症
の
感
染
症
な
ど
に
は
一
般

的
に
西
洋
医
学
の
方
が
す
ぐ
れ

て
い
ま
す
。 

 

■
副
作
用
に
つ
い
て 

漢

方

薬

は

、

一

般

的

に

薬

効
（
効
き
め
）
が
穏
や
か
な
も

の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
副
作
用

が
な
い
、
副
作
用
が
少
な
い
と

思
わ
れ
て
い
る
人
が
い
る
よ
う

で
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違

い
で
す
。
薬
で
あ
る
限
り
、
ど

の
よ
う
な
薬
に
も
必
ず
薬
効
が

あ
る
の
と
同
時
に
副
作
用
が
あ

り
ま
す
。
漢
方
薬
に
も
副
作
用 

 

が
あ
り
ま
す
。 

漢

方

で

は

、

人

の

体

は

「
気
（
き
）
」
「
血
（
け
つ
）
」

「
水
（
す
い
）
」
の
三
つ
で
構

成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
「
気
」
は
目
に
は
見

え
な
い
が
人
の
体
を
支
え
る
す

べ
て
の
原
動
力
の
よ
う
な
も
の
、

「
血
」
は
全
身
の
組
織
や
器
官

に

栄

養

を

与

え

る

も

の

、

「
水
」
は
飲
食
物
中
の
水
分
か

ら
で
き
た
、
体
を
う
る
お
す
も

の
の
こ
と
で
す
。
こ
の

3

つ

は
、
お
互
い
に
影
響
し
あ
っ
て

い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
こ
の

3

つ
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
め
ぐ
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
ど
れ
か
が

多
過
ぎ
て
も
少
な
過
ぎ
て
も
い

け
ま
せ
ん
。 

■
併
用
す
る
場
合
の
注
意 

２

種

類

以

上

の

薬

を

同

時

に
服
用
す
る
場
合
に
問
題
と
な

る
の
は
、
一
方
の
薬
の
薬
効
が

期
待
通
り
に
現
れ
な
か
っ
た
り
、 

逆
に
薬
効
が
増
強
さ
れ
る
な
ど

思
わ
ぬ
現
象
（
相
互
作
用
）
が

起
き
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
２
ヶ
所
以
上
の
病
院
や
薬

局
で
も
ら
っ
た
お
薬
を
自
分
の

判
断
で
併
用
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
避
け
て
く
だ
さ
い
。 

漢

方

薬

に

限

ら

ず

、

お

薬

を
併
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
、
薬
剤
師

ま
た
は
登
録
販
売
者
に
相
談
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
現
代
の
よ
う
な
長
寿
社

会
で
は
、
ご
高
齢
の
患
者
さ
ん

は
い
く
つ
も
の
病
気
を
持
つ
こ

と

が

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。 

最
近
で
は
、
西
洋
薬
と
漢
方
薬

の
併
用
も
多
く
な
り
、
併
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

長
所
を
活
か
し
な
が
ら
短
所
を

補
い
、
よ
り
効
果
的
な
治
療
が

期
待
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
中
に
は
併
用
す
る
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
て
い
る
薬
（
例
：
小

柴
胡
湯
と
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

の
併
用
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
。 

 

【
参
考
資
料
】 

w
w

w
.k

r
a

c
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.c
o

.jp
 

                                 

No185 健康がいちばん !   

漢方薬と西洋薬の違いは何か 

基本は人間の体も自然の一部 

https://www.kracie.co.jp/soudanshitsu/qa/10114097_4569.html


 
 

 

   
 

三

條

機

械

製

作

所

（

新

潟

県
三
条
市
、
℡
０
２
５
６
・
４

５
・
３
１
４
３
）
は
こ
の
ほ
ど
、

送
り
長
を
入
力
す
る
だ
け
で
ラ

ベ
ル
印
刷
機
の
印
刷
見
当
を
自

動
で
調
整
し
、
各
印
刷
ユ
ニ
ッ

ト
の
監
視
・
測
定
に
加
え
、
分

析
ま
で
行
う
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｒ

Ｃ

Ｓ

（

オ

ー

ト

・

レ

ジ

ス

タ

ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ

ム
）
を
開
発
し
た
。 

本
社
工
場
内
の 

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
搭
載 

機
を
使
用
し
シ 

ー
ル
ラ
ベ
ル
印 

 

刷
会
社
の
オ
ペ 

レ
ー
タ
ー
が
実 

際
に
そ
れ
を
稼 

働
さ
せ
検
証
し

た
と
こ
ろ
、
見

当
合
わ
せ
の
時

間
に
、
従
来
機

で
は
平
均
二
分

半
を
要
し
て
い

た
も
の
が
Ａ
Ｒ 

    

    

Ｃ
Ｓ
搭
載
機
で
は
約
半
分
で
済

ん
だ
。
さ
ら
に
損
紙
量
に
つ
い

て
も
、
従
来
機
は

1
1

～1
2

㍍

排
出
し
て
い
た
も
の
が
、
同
搭

載
機
で
は
６
～
７
㍍
に
ま
で
半

減
で
き
た
と
し
て
、
各
社
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
は
異
口
同 

音
の
驚
き
と
、
想
像
し
て
い
た

以
上
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
の
評
価

を
得
た
と
い
う
。 

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
の
最
大
の
特
徴
は

「
ニ
ア
ポ
ジ
シ
ョ
ン
機
能
」
と

「
自
動
補
正
機
能
」
に
あ
る
。

送
り
長
の
数
値
を
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
に
入
力
す
る
だ
け
で
、
ニ
ア

ポ
ジ
シ
ョ
ン
機
能
に
よ
り
、
印

刷
ユ
ニ
ッ
ト
を
見
当
の
合
う
位

置
へ
自
動
で
移
動
さ
せ
た
後
、

自
動
補
正
機
能
に
よ
り
、
見
当

を
確
認
し
自
動
補
正
を
加
え
る 

こ
れ
に
は
製
版
段
階
で
、
各

版

に

ト

ン

ボ

（

ト

リ

ム

マ

ー

ク
）
と
は
別
に
「
色
玉
」
と
い

う
目
印
を
印
刷
の
余
白
に
配
置
。

４
色
で
あ
れ
ば
４
色
の
色
玉
が 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

    等
間
隔
で
並
列
に
印
刷
さ
れ
る
。

そ
の
色
玉
の
中
心
（
重
心
）
を

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
が
認
識
し
、
そ
の
色

玉
の
重
心
距
離
に
よ
っ
て
見
当

精
度
を
算
出
す
る
と
、
各
印
刷

ユ
ニ
ッ
ト
が
見
当
の
補
正
を
加

え
る
。 

 

同
様
に
、
印
刷
ズ
レ
が
生
じ

た
場
合
で
も
自
動
補
正
す
る
。

し
か
も
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
の
監
視
シ
ス

テ
ム
は
印
刷
し
た
ラ
ベ
ル
全
て 

 

 

 
 

 

   

の
見
当
精
度
を
“
見
え
る
化
”

し
分
析
す
る
こ
と
で
、
お
客
様

で
の
品
質
管
理
の
定
量
化
も
可

能
に
す
る
。 

 

な
お
、
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
は
す
で
に

実
用
新
案
と
し
て
申
請
済
み
で
、

こ
れ
を
搭
載
し
た
新
型
印
刷
機

「
Ｊ
Ｎ
Ａ
Ｓ(

ジ
ェ
ー
ナ
ス)

」

の
機
種
名
で
、
こ
の
三
月
一
〇

日
か
ら
十
三
日
に
新
潟
本
社
工

場
に
て
内
覧
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

 

 

第
一
八
七
回 

「
三
條
機
械
製
作
所
」 

 
 

な 

る 
 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
印刷見当を自動で調整・監視  

ARC をラベル印刷機用に開発  


